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【科目】有機化学特論 III

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

友坂 秀之

【授業目標・教育方針】
有機化学では、分子中の原子の空間配列によって生じる化学的な問題を考慮することが大切である。立体化学は、そ
の分子の三次元的な性質に関係する化学分野である。また、有機化学では、様々な有機化合物の反応性について、各
論はもちろんのこと体系的な理解は重要である。反応化学は、分子の様々な反応性に関係する化学分野である。この
ような有機化合物の立体化学と反応化学について学ぶ。

【授業概要】
授業計画を参照のこと。

【教科書・教材・参考書 等】
・「マクマリー有機化学」　伊東・児玉・荻野・深澤・通　訳　（東京化学同人）

【備考】
有機化学特論Ⅰを履修しておく事が望ましい。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%，その他：・レポートは小テストを含む。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：有機化学特論 III）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 鏡像異性体
第 2 回 光学活性
第 3 回 ジアステレオマーとメソ化合物
第 4 回 反応の立体化学
第 5 回 アリル型カルボカチオンの安定

性
第 6 回 共役ジエンの反応
第 7 回 アミンの命名法と性質
第 8 回 アミンの合成
第 9 回 アミンの反応
第 10 回 ケト－エノール互変異性
第 11 回 アルデヒドとケトンのαハロゲ

ン化
第 12 回 エノラートイオンのアルキル化
第 13 回 アルデヒドとケトンの縮合
第 14 回 エステルの縮合
第 15 回 定期試験
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